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1.はじめに

河南省済源市の西北約45kmの位地にある王屋山は、 一般には「愚公移山」

の舞台として知られている ＊l 。 特に、 毛沢東がこの故事を反帝国主義・反封

建主義の闘争の比喩として用いたため、 現在では特にこの部分が強調された観

光名所となっている。

しかしもちろん、 王屋山は「愚公移山」 だけではない。 他にもこの地域には

「女娼補天」 ＊
2 や「黄帝祈天戦蛍尤」 ＊3 など、 天地の創世に関わる説話が分布

しており、「済源郡原創世神話群」として省級非物質文化遺産に登録されている。

また唐代に司馬承禎が全国の洞天福地の首位に君臨する「第一洞天」 としたこ

ともあって、 「道教聖地」としての伝説・故事も多数流伝している。

その中の一つに、「孫思溜伏虎」という説話がある。 これは、一般には医書『千

金方』 “ の著者として知られる唐代の道士・孫思遂が、 檸猛な虎の怪我を治し、

以後自らの乗り物としたというものである ＊心

唐の高宗の時のこと。名医の孫思逮が、 ロバに乗って王屋山まで診療にやっ

て来た。 孫思溜は世間で「薬王」と称えられていただけでなく、 唐代の著

名な道士であった。 かれは晩年に太行山から王屋山に移 り、 庵を結んで翠

微庵と名付け、 薬の材料を採取しながら、 困っている人々を助けた。 ある

日、山に入ってすぐ、斜面の至る所に様々な薬の材料があるのを見つけて、

たいそう喜び、 ロバを大きな木に繋いで採って回った。 ふた時ほど過ぎた

ころ、集めた薬の材料をロバに背負わせようとすると、 ロバの姿は見えず、

かわりに大きな虎が木のそばで寝そべっていた。 かれは驚いてゆっくり後

ずさりしようとしたが、 虎は凶暴なそぶりは無く、 口から血を流して、 眼

に涙を浮かべており、 痛みを訴えてきているかのようだった。 薬王は医者

としての本能から、 数歩前に出て言った。「虎よ、 私は医者だ。 お前が傷

を診て欲しいのなら、 尻尾を三回振りなさい。 怪我をしていないのなら、

お互いの領分は侵さずにいくとしようではないか。」 虎は目の前に来た人

間が医者だと知って、 すぐさま尻尾を三回振り、 口を開けて血が溢れてい

る様子を見せた。 よく見ると、 何と虎の喉に動物の骨が1本引っかかって

いたので薬王は手を伸ばして取り除いてやった。 すると虎は腰を伸ばし、

何度も尻尾を振って感謝の気持ちを表した。 その時、 薬王はロバを繁げた

はずの木の下にロバの頭と尻尾が転がっているのを見つけ、 虎が食べてし

まったことを知った。 かれは怒って言った。「虎よ、 お前は私のロバを食

注1···「愚公移山」の出典
は『列子』巻五「湯問」。
また現代の民間故事とし
ては「愚公盤山」、『中国民
間故事集成・河南巻』（中
国ISBN中心、2001年）、
222頁を参照。

注2•••金栄華「女蝸神話的
産地印証�談河南省済
源市郡原鎮小溝背的地形
地貌」、『王屋山道学研究』
2009年第1期、17頁 一

18頁。

注3•••李菊月「蛍尤文化郡
州説」、『王屋山道学研究』
2008年第1期、 35頁 一

38頁。

注4•••現在一般に『千金
方』の名で流布しているの
は、 北宋の治平三(1066)

年に校正医書局が校定した
『備急千金要方』三十巻と
その補編『千金翼方』三十
巻である。 また『正統道蔵』
太平部(SNI163)には前
者を九十三巻に分けたもの
が収録されている。『千金
方』の版本や内容について
は複雑な問題があるが、本
稿ではあまり踏み込まな
い。 雷自申『孫思溜千金方
研究』（陳西科学技術出版
社、1996年）、641頁 一

660頁を参照。

注5··桃景強「在孫思選走
過的地方」、『王屋山道学研
究 』2009年第1期、45
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頁ー46頁。

注6…悦是唐代翡宗年1司，
名医狐思遂， 剪着毛射来王
屋山行医。 袖思遂不仮世称
“蒟王'’， 而」1·込是患代著名
道士。他晩年扮太行而王屋，
結炉王屋山翠微庵， 釆菊行
医， 済世活人。 送夭， 他別
一逍山， 就看到山披上遍地
都是各神各祥的蒟材， 然是
双喜， 就把毛期栓在ー株大
籾」·釆蒟去了。 両介吋辰·近
后， 当他把釆好的釣材牧挽
停当， 去牽毛翔喝k剪吋， 毛
副＇却不見了。 只見一只大老
虎訃在大村労， 苑王見状椋
恐万分， 迩迩后退。 可老虎
一点）L凶猛的祥子都没有，
只見宕口流鮮血， 眼中流露
出痛苦哀求的神色。：JI.1

―
•医

生的本能，菊王」前訥歩洸
“老虎阿老虎， 我乃行医之
人， 祢若辻我給祢石病， 就
把尾巴揺晃三下。 元病， 哨
井水1＜犯河水。’'老虎ー所
眼前的来人是介医生， 赳紫
晃了三下尾巴， 述張升了鮮
血H流的大嘴。 剪王上前仔
細一石， 原来老虎的咽喉部
位未呑一根善骨， 便仲手把
杵竹•取了出来。 老虎仲了仲
腰， 不断地揺晃若尾巴， 以
示謝恩。 迭吋， 鉤王オ友瑚
那株栓斯的大村下， 有介駈＇

失和尾巴。 一看便知， 是老
虎把斯給吃掠了。 他十分生
代地遥 “老虎I阿， 竹叫浪
吃掠我的毛期。削没了， 我
用唸駄菊力民治病明？老夫
我体力不支， 走累了没有坐
開侶公能行明？’'迭吋， 伏
在地上的老虎羞愧万分地爬
到苑王銀前， 示邸・LI:他腑在
自己背上。 約王会邸， 提着
采来的釣材， 瞬在虎背上，
朝王屋山深姓行医采剪去
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べてはいけなかった。ロバがいなければ、私はどうやって薬を背負って人々

の病気を治しに行くというのだ。私は年老いて体力が衰えているのに、 歩

き疲れた時に乗り物が無かったら何もできないのだぞ。」すると、 地面に

伏していた虎が恥ずかしそうに薬王の前に進み出て、 かれに自分の背中に

乗るように合図してきた。 薬王は虎の意図を理解し、 採ってきた薬の材料

を持って虎の上に跨がり、 診療と薬の採取のために王屋山の奥へと入って

いった。 後になって、 人々はここに薬王伏虎廟を建て、 「 虎嶺」の名前も

知られるようになった＊凡

ここで言及されている「虎嶺」については、 新編地方志『王屋山志』で以下

のように記されている＊
7

*9 

虎嶺 秦嶺の東にある。 秦嶺の主峰から嶺沿いに3km 南に行ったところ

に狭い関があり、 山の門がまるで天まで連なっているようである。 ここが

「虎嶺関」で、 天然のものとしては王屋山に入る最初の入口である。 伝え

られているところによると、 唐代の著名な道士で医薬の専門家である孫思

逢が、 晩年に薬を採取し診療を行うため王屋山に入った際、 途中ここを通

り、 美しい色をした大きな虎が道に寝そべっているのに出くわした。 孫思

逢が見ると、 虎は怪我をしていたので、 自らの医術で虎を治した。 虎は傷

が癒えた後、 孫思溜を乗せて王屋山を駆け巡ったという。 それからこの嶺

は「虎嶺」と呼ばれるようになったのだ＊凡

また「薬王伏虎廟」は、『王屋山志』には「孫真人墳」として記されている

孫真人墳 孫思溜の墓のこと。 大店河の西岸の孫真人村の西北の廟嶺の上

にある。 墓は南面しており、円形で上部は平らになっていて、高さは0.7m 、

上部の直径は9m 、 敷地は63rrl である。 平らな上部の上にはもともと碑

券があり、 丸く土を盛っていたが、 文革中に破壊された。 墓の前には孫真

人廟がある。創建年代は不明で、現在のものは清の道光二十二年(1842年）

の再建である。 階段は40段あり、 四合院の作りで、 廟はひっそりとした

件まいとなっている＊ 100

図1は、 筆者が王屋山道教施設を調査した際に撮影した、 現在の孫真人墳の

様子である＊
II 。 墓石は1997 年に作り直されたものである。

図2は、 墓の前面にある薬王廟内に安置されている孫思遂像である。 左の

足許に小さな虎が伏しているのが見える。



図1 王屋山薬王廟孫真人墳（左上）

図2 王屋山薬王廟孫思選像 （右上）

図3 王屋山陽台宮孫思逮像（左）

図4 陳西省宝鶏市金台観孫思逮像（左下）

また図3は、 王屋山の陽台宮にある孫思溜像である ＊12。 こちらでは孫思遂

が大きな虎に乗っている。

さらに図4は、 映西省宝鶏市金台観の孫思選像である ＊13。 やはり孫思溜が

大きな虎に乗っており、 ここからこの形象が王屋山だけでなく、 他地域でも行

了。 后来， 人{f]在此益了 一

座蒟王伏虎廂， 虎蛉的名字

也就流侍升了。

注7… 済源市地方史志雛公

室「王屋山志」（中州古籍

出版社， 1996年） 、 65頁。

注8•••虎蛉 在秦蛉床。 自

秦蛉主峰友肱， 南下3公里

処有 一美陸， 如山l
、
]中夭，

是力 ‘‘ 虎蛉美 ”， 是避入王

屋山的第一道夭然l
‘
]戸。 相

侍唐代著名道士和医苑学家

孤思遂晩年避王屋山采苑行

医， 途経此地， 遇ー斑爛大

虎横臣日十道， :r,J親之， 乃是
一只病虎， 干是便利用自己

的医木力虎治病。 虎的病被

治好后， 便駄着外思遂遍滸

王屋山。 八此，送蛉便叫‘‘ 虎

蛉'’。

注9・・・ 「王屋山志J、137頁。

注10・・みJ＼真人蚊 関J1,Jヽ恙

遂墓。 位1ゾ大店河西岸神真
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人村西北廂蛉」：：。 蚊南向，
慨1形， 平煎， 高0. 7米， 源
部肖径9米， 占地63平方
米。 平r爽上原有徒券屈IT爽封
ご卜， “文革’'中折毀。 蚊前
有神真人廂， 創建年代失考。
消道光二十二年(1842年）
璽建，踏躁40級，四合院落，
廂貌幽溢。

注11•••調査は 土屋昌明・
大形徹および筆者の3名
で、2011年8月に実施し
た。 写真はこの時のもので
ある。 なお王屋山調査の経
緯については、土屋昌明「第
ー洞天王屋山洞の陽台観と
紫微宮の現況」 （『涸天福地
研究』第三号、2012年、
35頁ー54頁）を参照。

注12…2011年8 月に筆
者が撮影。

注13•••野口鐵郎・坂出祥
伸•福井文雅・山田利明編
『道教事典』（平河出版社、
1994年 ）、 355頁。 撮 影

は蜂屋邦夫氏による。

注14•••百花洲文芸出版社、
1996年。

注15•••山崎宏「初唐の道
士孫思道について」、『立正
大学文学部論叢』50号（立
正大学文学部、 1974年）、
19頁ー40頁。 焚光春「孫
思遼対道教養生学的貢献」、
『西北道教史』（商務印書館、
2010年）296頁ー306頁。

注16•••唐・劉粛撰／許徳
楠・李鼎霞点校『大唐新
語』（中華書局、1984年）、
155頁。
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われていることが解る。

また祁連休・凋志華編『道教伝説大観』には、 浙江省の説話として「孫真人

伏虎」という以下 のような説話が収録されている＊14
0

唐代、 洞雷宮梅鹿庵に孫思溜が住んでいた。近くには人食い虎がいるとい

う噂があった。ある時、 孫思選の前に虎が現れた。虎は老婦人を食べた際、

かんざしが喉に引っかかってしまい、 今にも死にそうになっていた。 孫思

選がかんざしを取り除くと、 虎は感謝して、 以後孫思選の乗り物になった。

ここではロバが老婦人に変わっているが、 話の骨格は同一 であり、 ここから

「孫思選伏虎」の説話は他地域にも分布していることが解る。

孫思遼については、 すでに山崎宏や焚光春による詳細な研究 があるが＊15 、

こうした 「孫思遂伏虎」説話や、 造像に見られる孫思溜と虎との関わりについ

ては言及されていない。また王屋山の孫思溜廟について分析した研究 も、 管見

の及んだ限りでは存在しないようである。そこで本論ではこの問題について検

討を行うとともに、 そこから近世以降における道教聖地・王屋山の性質につい

て考察を加えてみたいと思う。

2．竜との関わリ

孫思道の最初期の伝記としては、 唐・劉粛の『大唐新語』巻十「隠逸」が挙

げられる＊ 16
0

孫思選は華原の人である。七歳から学問を修め、 一日に千言を誼んじた。

成長すると『荘子』や『老子』、 さらに百家の思想を語った。北周の宣帝の時、

玉室が乱れていたために、 太白山に隠棲した。（そのころ後に） 隋の文帝（と

なる楊堅） が輔政となっており、 国子博士に徴用したが応じなかった。常

に人々に以下 のように言っていた。「今から五十年後に聖人が現れる。私

はその方を助け、 生きている人々を救おうと思う。」（その後） 唐の太宗が

都に召し出した際、 その容貌がたいへん若いのを見て感嘆して言った。「有

道の方を尊ぶべき理由がよく解った。（始皇帝の時の不老長生の仙人であ

る） 羨門高のような人物の話は、 決して嘘ではなかったのですね。」そし

て孫思選に爵位を授けようとしたが、 固辞して受けなかった。 さらに高宗

も孫思選を召し出して諫議大夫に任じようとしたが、 やはり固辞した。 こ

の時すでに九十歳を超えていたが、 目も耳も衰えておらず、 天文や養生の

術にたいへん明るかった。・・・（略）…永徽年間初めに卒した。遺言によっ

て薄葬とし、 副葬品や家畜の生贄などの供物は設けなかった。一ヶ月が過



ぎても顔色は変わらず、 遺体を入れた棺は空っ ぽのよ う だ っ た。 当時の人々

は屍解仙にな っ たのではないかと疑っ た ＊17
0

孫思遂は 「華原の人」 、 すなわち現在で言え ば映西省銅川市耀州 区の出身で、

その活動拠点も映西省の長安や太白山であり、 王屋山についての言及は無い。

それは上記資料に基づいて作成 さ れた 『旧唐書』 巻ー百九十一 「方伎」 や、 『新

唐書』 巻ー百九十六 「隠逸」 などに収められている孫思溜伝も同様である ＊1 8
0

なお孫思溜は初めに紹介 し た王屋山の説話で 「薬王」 と 呼ばれていた よ う に、

現在中華圏では一 般に医者としてのイ メ ー ジが強いが、 上記資料を見るとそ う

ではなく、 唐代にはむ し ろ長生不老の道士のイ メ ー ジが強か っ た よ う である。

没後 1 80 年ほど後に成立した唐 ・ 段成式の 『酉陽雑俎』 前集巻二「玉格」 に、

比較的早い段階における孫思溜伝説が載せられているが、 これも 『千金方』 の

薬方の由来諏でありながら、 力点が置かれているのはやはりかれの道士として

の側面である ＊19
0

孫思遂はかつて終南山に隠棲した時、 宣律和 尚と交際しており、 行き来

するたびに互いの教義を学びあ っ た。 当時ひどい 日照りがあり、 西域の僧

が昆明池で壇を作 っ て雨乞いをしたいと言 う ので、 有司に詔を下して香灯

を供えさせた。しかし七 日経ち、 かえっ て池の水位が七尺も下がっ てしまっ

た。 ある夜、 老人が宣律和 尚のところを訪れ、 助けを求めて来た。 「私は

昆明池の竜です。 長い間雨が降っ ていないのは私のせいではないのに、 （池

を枯れさせて私を捉え）私の脳 で薬を作るため、 胡僧が雨乞いをすると言 っ

て天子様を欺いているのです。 こ のままでは私は死んでしまいます。 どう

か和 尚様の法力の ご加護をお願いします。 」 宣律和尚は断 っ て言 っ た。 「拙

僧は戒律を保持しているだけなので、 孫先生に頼むと良い。 」 そこで老人

は孫思逮の石室に行っ て助けを求 めた。 孫思遂は言 っ た。 「昆明の竜宮に

は仙方三十首がある こ とを知 っ ている。 私に伝授して く れると言 う なら、

お前を助けてやろ う 。 」 老人は言っ た。 「 こ の薬方は上帝がみだ り に伝えて

はならないとしたものですが、 今は火急の時なので仕方ありません。 」 竜

はしばら く して薬方を持っ て来た。 孫思遂は言 っ た。 「お前は帰りなさい。

胡僧のことは心配し な く て良い。」 それから池の水は急に増水し、 数 日で

岸まで溢れた。 胡僧は恥 じ 入 っ て死んだ。 ＊20

隠棲場所が太 白山ではな く 終南山 と なっ ているのは、 同所に庵を結んだ宣律

和尚、 すなわち 唐の道宣 （ 596 年ー667 年） に合わせたものと思われる。 また、

こ こ で孫思逢が救 っ ているのが虎ではなく竜であるこ とも注意さ れる。 初期の

孫思遂伝説はいずれも竜との関わりを示すものばかりなのである。 唐 ・ 李冗の

注 1 7••• 孫 思 選， 華原人，
七歳就學， 日諷千言。 及長，
善即 《荘》、 《老》、 百家之説。
周宣帝時， 以王室多故， 隈
於太白山。 隋文帝輔政， 徴
為國子博士， 不就。 常謂人
曰 ： 「過是五十年， 嘗有聖
人 出， 吾方助之 ， 以清生人。」
太宗召詣京師， 嵯其顔貌甚
少， 謂之曰 ： 「故知有道者
誠可尊重， 羨門之徒， 登虚
也哉。」 将授之以爵位， 固
僻不受。 高宗召拝諫議大夫，
又固辟。 時年九十餘， 而視
聰不衰， 頗明推歩甜狼之術。
． ． ． （略）•• 永徽初卒， 追令
薄葬 不設明器牲牢之莫。
月餘顔色不嬰 ， 畢屍入棺，
如空焉。 時人疑其屍解英。

注 18 … 正 史孫思逸伝 と 先
行資料 との関係について は
複 雑な問題があるが、 本論
で は 立 ち 入 ら な い。 焚圃
「『旧 唐書 ・ 孫思遂伝』 箋
証」（『映西中医学院学報』、
映西中 医学院、 1982 年 3
期、 54 頁 ー57 頁 ） 、 厳振
海 「孫思溜三題」（『中医薬
文化』、 上海中医薬雑誌社、

1985年 4 期 、 34 頁 ー36
頁）な ど を参照。

注 19•••唐 ・ 段成式撰／ 方
南 生点校『酉陽雑俎』 （中
華書局、 198 1年） 、 19 頁。

注 20 …孫思遂営隈終南 山，
典宣律和尚相接， 毎来往互
参宗旨。 時大旱． 西域僧請
於昆明池結壇祈雨， 詔有司
備 香 燈 凡 七 日 ， 縮水数
尺。 忽有老人夜詣宣律和尚
求救， 曰 ：「弟子昆明池龍
也。 無雨久， 匪由弟子。 胡
僧利弟子脳， 将為薬， 欺天
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子言祈雨 命在旦 夕， 乞和
尚法力加護。」宣公絣曰 ： 「貧
道持律而已， 可求孫先生。 」

老人因至思溜石室求救。 孫
謂曰 ： 「我知毘明龍宮有仙
方三十首， 爾博興予， 予将
救汝。」 老人曰 ： 「此方上帝
不許妄偲 今急芙， 固無所
吝。」有頃， 捧方而至。 孫曰 ：
「爾第遠， 無康胡僧也 。」 自
是池水忽濯， 敷日溢岸， 胡
僧羞患而死。

注 21 • • •唐・ 李冗 撰、 唐 ・
張読撰／張永欽、 候志明点
校 『独異志 宣室志』 （ 中
華書局、 1 983 年）、 1 1 頁
-1 2頁。 ま た、 宋 ・ 李
防 等 編 『 太 平 広 記 』 巻
四百二十に引 く 『神仙感遇
伝』 にこの物語の異文があ
る （ 中 華 書 局 、 1 961 年 、
34 1 9頁ー3 420 頁）。 な
お 『正統 道蔵』 に は 五代 ·
杜光 庭撰の 『神仙感遇伝』
がある が （洞玄部記伝類、
SN5 92) 、 本編は収録 さ れ
ていない。

注 22… 原 文 は 「人王経」。
『仏説仁王般若波羅蜜経』

（大正蔵 No. 0 245) 、 ある
いは 『仁王護国般若波羅蜜
多経』（大正蔵 No. 0246) 
のいわゆる 『仁王経』を指
す ものと 思われる。 「人王
経」 と い う 表記は 『痴絶 道
沖禅師語録』巻上 （卍続蔵
No. 1 3 76) な ど幾つか例が
あり 、 仁と人の音通に加え 、
護国経典と しての内容のた
め混同されたのだ ろ う 。

注 23…唐天后朝， 虚士孫
思溜居於謀山修 道。 時大旱，
有救選洛 陽徳行僧徒数千百
人於天宮寺講 《人王経》 以
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『独異 志』 巻 上「孫思遂千金 方」には 以下 のよ うにある
＊21

0

唐 の則 天武后 の時のこと。 処士 の孫思溜が嵩山に住んで 修行をしていた。

当 時ひどい日 照 りがあり、 勅命で選 ばれた洛陽 の徳 行僧数千 百人が天宮

寺で 『仁 王経』＊22 を唱 えて雨乞 いをした。 人々の中 に二 人の老人がおり、

髪 も眉 も真っ白 だった。 講僧 の畏林 が二 人の老人のもとに人を遣 って言っ

た。 「終 わったら寺 に立ち寄 ってよ いぞ。 」 二 人の老人が寺 にやって来 たの

で 、 どこから 来 たのかを聞 くと、 二 人の老人は 言った。 「私どもは伊水 と

洛水 の竜で す。 こち らに伺 うために、 このよ うな姿で参 りま した。 」曇林

は 言った。 「経 を読 んで雨乞 いしていることは ご 存 じで すか。 」答 えて言っ

た。「もち ろん知っていますが、 天の詔 がなければ雨 を降らすことはで き

ま せん。 私たち の勝手 には で きないので す。 」曇林は 言った。 「ならばどう

すればよ いだろ うか。 」 二 人の老人は言 った。 「道を修 めた者 が天 に上奏文

を奉 れば、 雨 を降らすことがで きます。 」そこで曇林は朝廷 にその旨報告

した。 則 天武后 が使 いを嵩山に遣 って孫思遂を召 し出し、 宮中で （ 天に対

して） 緊急 の上奏文 を出させた。 するとその日 の夜に 大雨 が降った。 孫思

遂もなぜ なのか自 分では解 らず 、 宮 中 から戻 って きた時 に曇林 に言 った。

「私が五十 年間修行 をして きたことを、 天は知 らないはず だが、 どうして

だろう か。 」 そこで二 人 の老人 に 聞 いてもらった 。二人 の老人 は答えた。

「人々を助けているものが、 神仙 となれないはずはありません。 」そこで 孫

思選は青城 山に帰 って 、 『千金 方』 三十巻 を著した。 完成 すると白 日 昇天

した。 ＊23

ここで もやはり、 道士 としての孫思遂の形象 が中心で ある。 なお、 天の詔 を

動 かすことがで きる孫思遂の能力 は 、 降雨 を司 っては いても詔 が無いと使 えな

い竜 の能力 よ りも優 れて いるわけで 、 いわば孫思溜は竜よ りも上位の存在 とい

うことになるが、 これは後述 する孫思遂の 「 降竜 」のイ メ ー ジ に連なっていく

ものとなる。

また、 竜 以外 に孫思逍 の能力 が仏僧 の法力 を上回 っていることも重要で ある。

説話は神仙イ メ ー ジ の孫思遂を仏僧 と対比 させることで 、 道教 の仏教 に対 する

優位も説くものとなっている。 嵩山や青城山といった、 当 時の道教 が盛んだっ

た場所 が出てきているが、 これらは実 際に 孫思遂がそこにいたというわけでは

なく、 やは りかれの道士としての側面 を強 調 するためのものだろう。

しかし一 方で 、 孫思選が仏教 を尊崇 したとする記事 も存在 する。 唐の法蔵 の

『華厳経伝記』巻五 ＊24 に以下 のよ うにある。

処士の孫思逢は 、 薙州 永 安 の人で ある。 （中略） いつも医術によ って人を



助け、 訪れる者には治療を行った。 修道者にも俗人にも、 常に 『華厳経』

七百五十部あま り を書写することを薦めた。 （中略） 古今の名医のすばら

しい術を纏めて 『孫氏千金方』 六十巻と し、 困った 時に役立てるた めのも

のと して、 高祖に進上 した。 高祖は褒美に絹一束を与え、 官職に就けよう

と したが、 孫思遂は固辞 した。 宮中に召 さ れた時、 一月 あま り 禁中に置か

れ、 高宗に大変気に入られた 。 帝は孫思選に聞いた。「どのような功徳を

修めるのが最もよ いのだろ う か。」 孫思溜は答えて言った。「陛下は 『華厳

経』 を読むべきです。 」 帝が理由を尋ねると、 孫思溜は言った。「宝の器に

はそれ相応の蓋が似つかわ し いように、 陛下のような大人物は大典を読む

べきです。」 帝は言った。「大きな経典というのなら、 最近、 玄奨法師が訳

し た 『大般若経』 六百巻の方が大きいのではないか。」 孫思遂は言った。「般

若空宗は 『華厳経』 の中に含まれ、 そこから枝分かれ し たものに過 ぎませ

ん。」帝は深くこれを信 じた。 永淳年間の前に卒 した。 孫思溜には子がいて、

行真と言い、 またの名を元ーと言った。 端正で立派な人物である上に博覧

強記で、 仏法の要を深く理解 し 、 回 向一乗に努め、 父の遺風を継いで 『華

厳経』 を生業と し、 当時名を知られた。 まことに優れた信士であった ＊25

孫思溜のことを「薙州永安の人」 と言っているが、 これは現在の映西省銅川

市耀州 区のことなので、 先に見た資料で言う「華原の人」 と実質的に同 じであ

る。 この資料では、 孫思選のことも「医術によって人を助け、 訪れる者には治

療を行った」 と し て 、 医者と し て の側 面を強調 し、 さらに 『華厳経』 を賞揚す

る仏教者と している。

法蔵 （643 ~ 7 12) は則天武后の庇護のもとで華厳宗を喧伝 した人物なので、

上の孫思遂の描写もそ う し た立場に基づいた創作である可能性は高い。 ただ、

普通に考 えると、 道士であることが知れわたっている人物に、 仏教を賞揚する

言説を持たせても説得力を持たないはずである。 にもかかわらずこう した話が

作られたということは、 これが当 時ある程度の説得力を以て提示できる素地が

存在 したと見るべきであろう。 その時に鍵となるのは孫思逢の「医術」である。

孫思選は確かに道士だった し、 また 『千金方』 を支 える身体観が「道教的」 な

のも事実だが ＊26、 一方で医術そ のものは、 道教という枠組から離れて一 般的

に評価 さ れ得る分野である。 それは逆に、 孫思遂の「高名な医者」 と し ての側

面が強調さ れると、 道士と しての帰属は曖昧にな り 得るということも意味 して

いる。 また、 先に見た よ う に 『大唐新語』 では「『荘子』 や 『老子』、 さ らに百

家の思想を語った」 とあるよ う に、 孫思選はもともとさまざまな思想を接受 し

てお り 、 そこに仏教が含まれていてもおか しくはない ＊
27。 仏教側からすれば、

こう した点を利用 して自らの喧伝材料とする余地があった し、 またその メ リ ッ

ト もあった とい う ことなのだろう。

祈雨澤。 有二老人在意中．

姜眉皓 白。 講僧紺林遣人謂

二老人曰： 「罷後可一過院。 」

既至， 問其所来， 二老人曰 ：

「某伊洛二水龍也。 聞至言

常得改化。」 林曰 ： 「講綬祈

雨 二聖知之乎。」 答曰 ： 「安

得不知， 然 雨 者 須 天 符 乃

能致之， 居常何敢 自施也。」

林 日 ： 「為之奈何。」 二老曰 ：

「有修道人以章疏聞 天， 因

而榜氾 其可力 為之。 」 林

乃入敢。 則天獲使嵩陽召思

選。 内殿飛章， 其夕天雨大

降， 思遼亦不 自 明。 退詣講

席， 語林曰 ： 「吾修心五十年 ，

不 為天知， 何也。」 因 請 問

二老。 二老答曰 ： 「非利済

生人， 登得昇仙。」 於是思

遂蹄蜀青城山， 撰 《千金方》

三十巻， 既成， 而 白 日 沖天。

注24 … 大正蔵 No. 2073。

注 25•••虚士孫思遂， 苑州

永安人也。 …随時利物， 専

以繋方， 為事有来請問， 無

不f丞療。 常勤道俗諸人窯《華

厳経》 七百五十餘部。 …嘗

撰古今名薗妙術， 被曰 《孫

氏千金方》 凡六十巻 備窮

時用， 進上高祖。 高祖買以

束昂 将授榮班， 苦僻不受。

時召入内， 旬月不出待詔禁

中， 甚見優寵。 帝嘗縦容顧

問 ： 「修何功徳為最佳耶。」

遂 射 曰 ： 「天皇何不讀 《華

厳経》。」帝問何故， 遂 曰 ： 「天

皇大人 ， 須讀大典， 誓如賓

器函蓋宜相稲耳。」帝曰 ： 「若

論大親 近者玄装法師所繹

《大般若》 凡六百巻， 寧不

大乎。 」 選 曰 ： 「般若空宗，

乃 《華厳綬》 中 ， 枝條出芙。 」

帝深信之。 永淳前卒。 溜有

子 ， 曰行真 又名元ー。 貞

正該博 強記治聞， 深思法
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要， 週向一乗， 織習父風，
亦以 《華厳》 為業， 知名常
代。 賓為高信士焉。

注 26··· 『 西 北 道 教 史 』
298 頁ー301 頁を参照。

注27• • •実際 、 『1 日唐書』 で
はこの部分に 「兼好繹典（兼
ねて釈典を好む）」 とい う
文言を付加しているが 、 た
だこれは法蔵の 『華厳経伝
記』 の記述 自体の影響によ
る可能性もあるだろ う 。

注 28·· 『正統 追蔵』 洞真
部記伝類、 SN295。

注 29···偶出路行 ， 見 人 欲
殺小青蛇， 已傷血出， 思溜
求其人． 脱衣贖而救之。 以
薬封裏 放於草間。 後月餘
復出行 ， 見ー 白衣少年． 僕
馬甚盛． 下馬迎拝思溜． 謝
言 ：「小弟 蒙道者所救． 父
母欲相見。」 而思溜毎以薬
救人極廣， 聞之不以為意。
少年復懇拝請． 以別馬載思
選， 偕行如飛。 到一城郭．
花木正春， 景色和媚， 門庭
燦赫． 人物繁盛， 儒若王者
之居。 少年延思選入 ， 見一

人端美， 白恰帽， 絲衣 ， 侍
従甚欺， 欣喜相接， 謝思溜
曰 ：「深思道者． 固遣兒子
相迎。 前者小兒偶出． 忽為
愚人所傷 頼脱衣照救， 獲
全其命。 此中血屈非少． 共
感再生之恩。 今面道者 ， 榮
幸足英。」 俄頃 ， 延思溜入．
若宮問内． 見中年 女子領一

青衣小兒出， 再三拝謝思溜
言 ：「此兒擬駄． 為人傷損，
頼救免害。 」 思遼省記嘗救
殺青蛇． 即説此何所也。 又
見左右皆闊人宮妓． 呼恰帽
為君王． 呼 女子為妃子． 思
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実際、 孫思選の伝記を 『旧唐書』 では 「方伎」 に、 『新唐書』 では 「隠逸」

に入れるな ど、 それぞれで扱いが異なっているのは、 その帰属が揺れていた こ

とを示しているし、 現在「薬王」 として尊崇を受けているのも、 後世になって

道士としての記憶が薄れた結果だといえるだろ う 。

3． 竜か ら虎ヘ

五代・沈沿の 『続仙伝J1 巻中「孫思溜」 ＊28 にも、 孫思遂と竜との関わりを

示す以下のよ う な説話が載っている。

（孫思溜が） ある 日 道を歩いていたところ、 ある人が小さ い青蛇を殺そ う

としていて、 すでに傷から血も出ていた。 そこで孫思溜は着ていた服を脱

いで蛇と引き替え、 助けてあげた。 そして薬を塗って傷口を塞ぎ、 草むら

の中に放して やった。 一 ヶ 月 あまり後、 再び外出した時に、 馬を連れ白い

服を着た少年に出会った。 少年が馬から下りて孫思逸に挨拶をし、 感謝し

て言った。 「私は先生に助けていただいた者です。 両親がぜひお会いした

いと申しております。 」 孫思遂はたく さ んの人々を薬で救ってきたので、

聞いてもいったい誰なのか解らなかった。 少年は何度も懇願し、 別の馬に

孫思遼を乗せ飛ぶよ う に走った。 城郭に着くと、 新春の花が咲いていて、

美しい景色が広がっていた。 門庭は輝くばかりで、 多くの人々が出入りし

ていて、 まるで王者の居所のよ う であった。 少年が孫思遂を 中に通すと、

赤い服を着て 白い恰帽を被った人物が、 多くの下僕を従えて現れ、 にこや

かに挨拶して 孫思選に感謝して言った。 「道を修め た方だと言 う ので、 御

無礼の無いよ う わが子を迎えにやりました。 以前わが子が外で愚か者に傷

つけられた時、 服を脱いで贖い、 助けていただいたことを、 ここにいる家

族たちはみな ご恩に感 じております。 今 日 お会いすることができて誠に光

栄です。 」 中に招き入れられるとまるで宮殿のよ う だった。 すると中年の

女性が青い服を着た子 どもと一緒に出てきて、 何度も孫思遂にお礼を言っ

た。 「人に傷つけられていたこの子をよくぞ助けて下さ いました。 」 孫思溜

は殺さ れそ う になっていた青蛇を助けたことを忘れていたため、 いったい

何のことだろ う かと謁しんだ。 まわりはみな王侯や宮女のよ う な出で立ち

で、 恰帽を被った人物を 「君王様」 と呼び、 女性を 「お妃様」 と呼んでい

た。 孫思遼が不思議に思ってまわりの人々に聞くと、 「ここは湮陽水府で

す」 と答えた。 恰帽の人物が 臣下に命 じて酒や ご馳走、 舞妓などを準備 さ

せ、 孫思選をもてなそ う としたが、 孫思逮は辟穀・服気を理由に断り、 酒

を飲むだけにした。三 日 が経ち、 孫思選に欲しいものを聞いてきたので、 「山

に住んで道を楽しみ、 真を思い気を錬っております。 眼で窺 う ことはでき



ても、 心はも と より無欲です」 と答え、 上等の絹や金銀財宝などは固辞し

て受け取らなかった 。 「道を修めた方がこのようなものはお気に召さない

のなら、 何を贈って報いたらよいだろう。 」 そう言って、 竜宮で分けても

らった 薬方三十首を子どもに取って来させ、 孫思選に渡した。「あなたは

誠に道を修めた方だ。 これでどうか世間の人々を救って下さい。」 そう言っ

て下人に命 じて孫思溜を馬に乗せ、山に帰らせた。 孫思逮は不思議に思い、

持ち帰った薬方を試した と ころ、 いずれもすばらしい効き目だった。 後に

『千金方』 三十巻を著した際、 竜宮の薬方をその中に収録した ＊29

この話は、 宋代の 『雲笈七蔽』 巻百十三下「孫思選」 ＊30、 元の趙道一 『歴

世真仙体道通鑑』 巻二十九「孫思選」 ＊
31、 明代の 『列仙全伝』 巻五「孫思遂」

*32 にも収録されており、 ある時期までは孫思逮説話の定番だった と 思われる。

この話も 『酉陽雑俎』 と 同 じく 『千金方』 の由来話で、 やはり修道者 と しての

孫思遂の性質を描きながらも、 中心 と なっているのは「傷ついていた竜の治療

をする」 と いう医者 と しての側面である。 また竜が虎に変われば「孫思遂伏虎」

の話にもなり得るわけで、 この説話はいわば竜から虎への橋渡し的存在 と 言え

る。

孫思遂 と 虎の関わりの初出は、 管見の及んだ限りでは、 北宋の元豊年間 (107 8

年～ 1 08 5 年） に王珊考が撰した「孫真人祠記」 ＊
33 の中の以下の部分である。

左に童が侍り、 右に虎が伏しているのが、 真人の新堂である ＊34
0

「孫真人祠記」 は、 銅川市耀州 区の孫思逮の旧宅に建てられた孫真人祠の碑

文で、 安置されている孫思逮の神像の右側に虎が配されているこ と を記してい

るが、 これは現在の王屋山の孫思選廟の形 と 同 じである。 こう した造像製作の

背景には、 この時点で孫思遼にはすでに「虎を従えている」 と い う 性質が存在

している と 考えるのが自然だろう。

また、 やはりこの孫真人祠にある元の憲宗元年 ( 1 2 56 年） 重刻 の「太宗賜

孫真人頌」 碑には以下の よ う に記さ れている ＊
350

道を切り拓いた、 その名の轟 く 大医。 三人の聖人を扶け、 四時を調和する。

竜を降し虎を伏し、 弱い者を救い死に瀕する者を助ける。 偉大にして堂々

たる、 百代の師。 ＊36

碑文は重刻なので、 成立時期は元の憲宗の時より遡るだろうが、 しかし先に

見た「孫真人祠記」 でこの「太宗賜孫真人頌」 の内容に言及されていないのは

不自然である。 おそらく唐の太宗の真作ではなく、 両宋の間に作られたものだ

遂心異之， 潜問左右， 曰 ： 「此
湮陽水府也。」恰帽乃命賓
寮設酒餓妓楽以宴思溜， 辞
以辟穀服氣， 唯飲酒耳。 留
連三 日， 問思遂所欲。 到曰 ：

「居山 楽道 思真錬神， 目
雖所類， 心固無欲。」乃以
軽絹珠金贈於思溜， 堅辞不
受。 曰 ： 「道者不以此為意
耶。 何以相報。」遂命其子
取龍宮所頒薬方三十首典思
遺 謂 曰 ： 「此真道者， 可
以済世救人。」俄復命僕馬
送思選蹄山。 深自為異， 歴
試諸方， 皆若神奴。 後著《千
金方》 三十巻 散龍宮之方
在其内。

注 30 … 『正統道蔵』太玄部 、
SN1032。

注 31···『正統道蔵』 洞真
部記伝類、 SN296。

注 32··· 『 中 国 古 代 版 画
叢刊』 （上海古籍出版社、
1988年） 所収鄭振鐸 旧蔵
萬暦二十八年原刻 白棉紙初
印本影印本。

注 33 … 陳垣編は『道家金
石略』 （文物出版社、1988

年） 、288 頁。 な お『続通
志』巻百六十八には「重刻
孫真人祠記 宋王戯撰 米
孝思祓 正書 大定九年
耀州」 と 著録されている。
大定九年は1170年に あた
る。

注 34 ・ ・ ・ 左童侍而右虎伏者，
真人之新堂也。

注 35···『道 家 金 石 略 』 、

56頁。 清 ・ 薙正十三年序
本 『映西通志』巻九十一 「芸
文六」に引 く 唐太宗の 「賜
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華原隠士孫思溜頌」 も同文。
ま た王明泉「太宗与孫思選」

（『華夏文化』 1 996年3期、
17 頁 ） はこの碑文の調査
報告 が含ま れる。

注36… 開盤径路， 名奎大
醤。 羽翼三聖， 調和四 時。
降龍伏虎， f丞衰救危。 崩崩
堂堂， 百 代之師 。

注37… 陳清香 「降竜伏虎
羅漢図 像源流考」、 『羅漢
図像研究』（文 津出版社、
1995年 ）、 317頁 ー348
頁。 胡万川 「降竜羅漢与伏
虎羅漢 従『二十四尊得
道羅漢伝』 説起」、 『真実与
想像 神話伝説探微』 （国
立清華大学出版社、2 004
年）、2 03頁 ー2 36頁 。
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ろうが、 こ こ で問 題となるのは「竜 を降し虎を伏」 す、 すなわち 「降竜 伏虎 」

という表現 である。

前章 で検討 してきた説話は、 いずれも孫思遂が竜 より上位に立 っているので、

こ れを発展的 に捉えれば 「竜 を降」している、 と取 るこ とはできるし、 また 「 孫

真人祠 記」 によって宋 代に 「虎を伏J した形象 が出現し ているこ とも確認 でき

る。 ただ、 両者 がセ ッ ト で表現 されているのは、 当 時形成 されていた「降竜 伏

虎」 の聖 人イ メ ー ジ が孫思選に流 れ込 んだ結果 だと考 えられる。

こ の 「 降竜 伏虎」の問 題については、 すでに陳 清香 および胡万川 の詳細 な研

究 があり＊37 、 両者に基づ いてその形成過程 を整 理すると、 おおむ ね以下 の通

りとなる。

（一） 中国 は古 代から水害 と虎害 が多 く、 両者は最 も畏怖 すべき対象 であった

ため、 こ れを駆除 できる 「斬鮫殺 虎」が英雄 の条件 であった。

図 5 渡陽西水波遺跡 「中華第一条竜」



（二） 畏怖 の対象 である虎と竜 は、 逆 に味 方に付 ければこれに勝 る存 在は無い

ため、 両者は一 方で守護神 としても扱 われた。

（三） 仏 教のナ ー ガ 説や虎の説話 など が （一） （二） に流 れ込む ことで、 竜 や虎

を従 える 「 降竜 伏虎」のモチ ー フ が形成 され、 六朝 から宋 にかけて、 さまざま

な仏僧 にこのイ メ ー ジ が付与 された。

（四） 漢訳仏典 『法 住記』 に見られる十六羅漢 が、 中国 で二 つ付加 されて十八

羅漢 となった時、 それが 「 降竜羅漢 」と 「 伏虎羅漢 」となり 、 最終的 にこの両

者で確定 した。

上に幾 つか補足 すると、 （一） は近世以降、 『水滸伝』の 「武松打 虎」に集約

されていくイ メ ー ジ であり 、 また （二） については河南省漢陽市 の西水波遺跡

の、 埋葬者の東西両脇 に竜 と虎を描 いた新石器 時代の例 など がその代表格とな

る。 図5 がそうで、 一般 に 「中華第一条竜 」と呼ばれ、 中国 で発掘 された竜

の文物としては最古 のものだが、 この時からすでに竜 は虎とセ ッ ト なのである
*38 

゜

（三） については、 有名 なのは 『寒 山子詩集 』 閻丘胤序 に登場す る、 虎に跨

がる唐の豊干 であろう （と言っても、日本 では一般 に森鵡外 の小説 「寒 山拾得 」

に依 ってであろうが） 。 また、 大英博 物館 (The British Museum) 所蔵 「行脚僧図」

やギメ 国立 東洋美術館 （Musee national des Arts asiatiques - Guimet) 所蔵 「宝

勝如来図」 など の 「 虎を連れた行脚僧 」も、 これが後世 の玄奨三蔵 のイ メ ー ジ

に連なることも含 め、 よ く知 られたものとして挙げられる （虎皮 の腰巻 をして

いる孫悟空 はそ の遠 い子 孫ということになる）。

なお、 上 記の研究 は仏 教の問題を中心 に扱 っているが、 「 降竜 伏虎」の聖 人

は何も仏僧 に限る訳 ではない。そもそもが中国 の在来 思想 をベー ス に成立 した、

仏 教本来 の教義 からは離 れたところに存 在する聖 人像なので、 いわばど の宗教

でも良 いことになる。 そ の点 で、 医術 の側 面が強 調 されたために道教 や仏教 と

いった枠組 から外 れてきた孫思遂は、 まさにうってつけの人物であった。 結果

的 に （三） の過程 で従来 の竜 説話をもとに「降竜 」が説かれるとともに、 新た

に「伏虎 」のイ メ ー ジ が被 せられることになったのだろう。

4． 虎との関わリ

なお、 冒頭 に紹介 した「孫思逮 伏虎」は、 単 に孫思選が虎を従 えているとい

うだけでなく、 虎の怪我 を治す 「 治虎」と、 虎を乗り 物としたという 「騎 虎 」

という、 二 つの要素 が含 まれることで成立 している。 「騎 虎 」については、 明

初の胡奎 （1 335 ~ 1 409) の『斗 南老人集』巻三 「贈 医士長律十首 」の「龍蔵」

に以下 のよ うにある。

注 3 8· • • 漢 陽市文物管理委
員会 ・ 浪 陽市博物 館・ 文物
隊 「液 陽西水波迫址発掘
簡報」 、 『華夏考古』 1988
年1期、 1- 4頁· 2 4頁・
11 3 頁。
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注39••• 昔 年 聞 有 孫 思 溜，

曾遇神龍授異方。 ータ珠宮

開海蔵 千金賓訣敵天章。

波濤浩藩秋無際， 雲漢昭回

夜有光。 往往到城騎 一虎，

山童時復侃青嚢。

注40• • • 道 人 指 宮 西 北 山，

云是「緊虎坪」， 坪下翠微庵，

昔孫真人曾千此置貨築。 坪

次有 「西映龍灌」 ， 世云真

人干此曾治病龍。

注 4 1 • • • な お 同 文 は 清 ・ 畢

t元の 『関中勝蹟図志』 巻二

に も 引用されている。
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聞 くところによると、 む かし孫思選は神竜 に出会 って不思議な薬方を授け

られたという。 ある夜 、 宝 に満ち た竜宮 が海中の蔵 を開 いたことで、 千金

の宝 の秘伝が文章 となって現れたのだ。 秋 の波濤 のひろび ろと 果 てしない

様 はきわまりが無く、 天の川 が輝 きながら天を巡って夜 の明かりとなる。

城 内に行くときは常 に虎に跨がり、 山童 が （薬の入 った） 青 い袋 を持って

つ いて行く＊390 

ここでは孫思避 の 「騎 虎」 が既知の事実 と して書 かれているので、 これ以前

にはすでに成立 していると考 えるのが妥当 だ ろう。 孫思溜はここでは完全 に医

師 として捉 えられているが、 にもかかわらず 「治虎」 の要素 はまだ登場 してお

らず 、 また「伏虎」 「降竜」 が両 方とも提示 されていて、 「 伏虎」 に中心 がある

現在の王屋 山の孫思遂像からはまだ隔 たりがある。

同 じく 「伏虎」と 「降竜 」が併 存 する明代の資料 として、 成化二 年 (1 466)

の陳貴 「瀞 王屋 山記」 が挙げられる。

（案 内してくれた） 道士 は、 宮 観 の西北の山を指 して 「緊 虎坪 」と言った。

また坪 の下 の翠微庵は、 む かし孫真人がここに薬屋 を置いたと いう。 坪 の

次 には「西映竜渾」 があり、 孫真人がここで病気 の竜 を治したと 伝えられ

る＊400 

上 に言う 「緊 虎坪」 は、 恐 らく冒頭 に紹介 した 「 虎嶺」と連結 しており、 こ

の地名 の存在の背 後に孫思選が虎を従 えた話 が存在するものと 思われるが、 こ

こで孫思溜が治しているのはや はり虎ではなく竜 であり、 この時点 ではまだ『続

仙伝』系 の説話が行われているものと思われる。

なおこれは、 孫思遂と 王屋 山の関わりを示 す最初の資料 でもある。 王屋 山は

古来 、 多 くの文 人墨客 が訪 れ、 さまざ まな旅行 記を書 き残 しているが、 成化 年

間 の陳貴 以前には孫思選に関する言及 が無い。 これは、 医師 としてのイ メ ー ジ

が強 くなり、 「伏虎」と「降竜」 の要素 を獲得 していた孫思遂が、 かれの頃 になっ

て初めて玉屋 山と 関連づ けられたこと を意味 しているだ ろう。

ただ 、 実 はこれはよく似 たものが孫思遼 の故郷 である銅川市 の孫真人祠 にも

存在 する。 薙正十三 年序 の 『映 西 通 志』巻十三 「耀州 ・ 五台 山」 に引く、 清・

康乃心 の「五台 山記」に以下 のようにある＊41
0

「五台蓋 」は、 徴士 孫思溜の隠居 した場所 である。… 「 太元洞」 は、 険 し

い上 に奥深 く、 どこまで続 いているのか解らない。 ここは真人が竜 を治し、

傷 が癒えた後、 竜 が真人のために掘 ったとも言われている。 同官県 （注 ・



現在の映西省銅川市印台区） まで達して い て 、 そ こ までは 40 里から 50

里ほどある。 その下は「緊虎坪」 があり、 真人が虎を伏した所である ＊42

ここでは同 じ「緊虎坪」 という地名が見えるほか、 竜を治したことまでも

が共通して いる ＊43。 同 じ 『映西通志』 の巻六十三「人物九 ・ 儒林」 によれば、

康乃心は映西省部陽の出身で、 康煕三十八 ( 1 69 9 ) 年の挙人だというから、

この文もその頃に書かれたものだと考えれば、 資料としては陳貴の王屋 山の方

が古い。 ただ一方で、 孫真人祠は明代の資料が無いため比較ができず、 また先

に見たようにここ は王屋山のはるか以前から孫思選を祀る廟となって いる上、

かれの墳墓まで存在して いる こ とを考えると ＊44、 王屋 山の方が こ れを模した

可能性もある。 ただ、 いずれが先であっ たとしても、 孫思遂の「医者としての

イ メ ー ジ」 と「降竜伏虎」 が外部から入り込んできて、 それに合わせて地名も

創作されたことは間違いない。

また 孫思選の「治虎」 については、 『太平広記』 巻十四に引 く 『神仙拾遺』

*45 にある、 晋の郭文挙の「伏虎」 の話が元だと思われる。

郭文、 字は文挙、 洛陽の人である。 『晋書』 に伝がある。 余杭の天柱山に

隠棲し、 大璧巌にも居した。 太和真人が以前かれの石室に降って沖真の道

を授けたが、 山中に籠もっ て修行していたので、 世の人々 はかれのことを

知らなかっ た。 ある時、 虎が口を開けて石室の前までやっ て来て、 何かを

伝えたいかのようだった。 郭文挙が手で虎の喉の中を探ると骨が剌さって

いたので、 取り除いて やった。 翌 日 、 虎は死んだ鹿を哩えてきて石室の外

に置いた。 これ以後、 虎は郭文挙の周りに控え、 おとなし く 従うようになっ

た。 郭文挙が山を出る時、 虎は必ず後に従 っ た。 街中で多 く の人々のいる

場所でも、 虎はまるで羊や犬のように頭を下げて従い、 粗暴な行動はしな

かった。 書物を虎の背中に乗せ、 背負わせて行 く こ ともあっ たし、 郭文挙

が木の実や竹の葉を採っ て、 塩や米に換えに行 く 時は、 入れた箱を虎が背

負って従った ＊460

郭文挙は晋代の著名な隠者で、 中国の「伏虎」 の聖人としては最初期の人物

であるが、 これが知名度の高い孫思溜に移 植されたのだろう。 孫思遂が獲得し

ていた「医者」 および「騎虎」 の要素から、 類似しだ性質を持つ こ の郭文挙の

「治虎」 が連想されて流れ込み、 もともとあった「治竜」 の方はス ト ー リ ーが

「抜き取られ」、 相対的に地位が低下したものと思われる。 ただ、 康乃心の「五

台山記」 ではまだ「治竜」 が語られていることを考えると、 「孫思遂伏虎」 の

成立は康熙年間以前とは思われない。 恐ら く かなり近年になってから語られる

ようにな っ たものとするのが妥当であろう。

注 42… 曰 五嚢蓋， 徴士孫
思遂隠居地。 • • • 太元洞 ， 嵌
崎幽祗 深不可測， 或云 ：
真人療龍， 既愈， 龍為穿此，
達同官可四五十里。 其下有
緊虎坪 ， 即真人伏虎虚。

注 4 3••• な お孫真人祠 自 体
がこ の太元洞を祀る格好で
作 ら れてお り 、 洞窟が同官
県まで続いているとい う 言
説と 併せ 、 こ こ も背景に洞
天説が存在 していると思わ
れる。 土屋昌明 「2010年
夏期 第2 回 洞 天 調 査 の
概 要一 嵩 山 ・ 華山 ・ 終 南
山」 （『洞天福地研究』第二
号、2012年 、3頁ー20頁） 、
16 頁を参照。

注 44•••順治十八 （1661)
年の「重修真人聖殿碑」に 、
「孫家原では 、現地の 人 々
が仙人の墓の後に祠を建立
している （孫家原， 土人建
立祠宇於仙 圭之後）」 と あ
る。 こ の孫思溜の墓は文化
大革命で破壊された が 、現
在では修復されている （雷
自申『孫思遂千金方研究』、

30 頁参照）。 また 孫思遂の
墓は他にも 山西省洪洞県南
二十里の保長村にあり （薙
正十二年序 『山西通志』 巻
百七十二 「陵墓・洪洞県」）、
清初には陳西 ・山西・河南
の各地で墓が作 られていた
ことが解る。

注 4 5 … 前 出 『太平 広記』、
96頁ー97頁。 ま た 同文が
『三洞群仙録』 巻 四 「郭文
馴虎」 にも見える。

注 46 • ••郭文， 字文暴， 洛
陽人也。 《晉書》 有偶。 隠
餘杭天柱山 ， 或居大璧巖。
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太和真人曾降其室 ． 授以沖

真之道． 晦跡潜修， 世所不

知。 有虎張口至石室前． 若

有所告。 文皐以手探虎喉中

得骨 去之。 明 日 ， 虎咽一

死鹿致石室之外． 自 此虎常

馴擾於左右． 亦可撫而牽之。

文奉出山， 虎必随焉。 雖在

城市蹴人之中． 虎｛免首随行．

不敢陣暴 如羊犬耳。 或以

書策致其背上． 亦負而行。

文営採木賓竹葉． 以貨盤米．

置於筐中． 虎負而随之。

注47· · · こ れ に は明代 に お

け る 懐慶薬商 の 勃興 も 関

わ っ て いる よ う で あ る 。 程

峰 『懐商的歴史与文化』 （河

南 人 民 出 版社、 2007 年 ）

参照。 こ の問題について は

稿を改めて検討す る。

注48•• • 拙 稿 「天台山 の 済

公信仰」、 『洞天福地研究』

第 一 号、 20 1 1 年、 44 頁

62 頁。 な お本文 中 で も

触 れ た 通 り、 「 降竜伏虎」

の系譜は最終的に 「伏虎羅

漢」 と 「降竜羅漢」 に集約

さ れたが、 その生ま れ変わ

り と い う こ と で、 二十世紀

に入っ て か ら その代表格 と

な っ た の が こ の済公活仏で

あ っ た。

so 洞天福地研究

5． おわ り に

最 後に残 るのは、 なぜ 孫思逮信仰 がかなり時 代を降っ てから唐突 に王屋山に

入 り込 んで きて、 「孫思遂伏虎 」のような説話が語 られるようになっ た のかと

い う問題で ある。

はじめにも触 れた通 り、 王 屋山は唐代に司馬承禎 によ っ て 「第一大洞天 」と

され全国 の洞天福地の首位に君臨 する「道教聖地」 と しての地位を占 めていた。

しかし、 それを支えていた唐代道教の枠組 が消滅 した こと で 、 その後は 「第一

大洞天 」の意味 が本当 には理解されなくなっ た ものと 思われる。 た だ 当 然のこ

とながら、 王 屋山自 体 はそ の後も人々に 「聖地」を感じさせるだ けの風格 を保

ち ながら存在 し続 けてい る。 そ うした中で 、王 屋山の神聖性 を表現 するのに、「 山

には薬の材料 が多い 」と い っ た素朴 な観 念 が選 ばれ、 そこから「薬王」孫思溜

が連想 された ので はない だ ろうか＊47。 そしてその中には幾 つかの歴史的 な層

があり、 まず初期 の単純 な 「伏虎 」の形象 を保持 してい るのが小 さな虎 が侍 る

王 屋山孫真人墳 の神 像で 、 また次 の段階 の「騎虎 」の形象 を持 つのが王屋山陽

台宮 の神 像で あり、 さらに最 も遅 れて成立 した 「 治虎」 の要素 を語るのが王 屋

山の「孫思選伏虎 」説話だっ た のだ ろう。 そうして段 と々 入 り込 んで きた 孫思

遂伝説も、 現在で は全 く 別 の 「愚公移 山」の舞台 と い う言説に塗 りつぶされて

しまっ てい る。 すなわち王 屋山とい う「聖地」に対 する現 代的 な表現形式 とし

て、 筆者が前稿で述 べた済公活仏 と天台 山の関係 と同じ構造をここに見て取る

こと がで きるので ある＊48

なお王 屋山の道教説話は、 孫思溜以外 にも多数 存 在しており、 それぞ れに様 々

な問題を有 してい るが、 本稿で は取り上げることがで きなかっ た。 これについ

ては、 また稿 を改 めて検討 したい と思う。


